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リ ン ゴ の 改 植 障 害

第1報 前作の違いとリンゴ苗木の生育及びクロールピクリンによる土壌消毒効果
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1  1ユ  じ め に

青森県にリンゴが導入されて既に100年以上経過 した。

このため老木が増え,ま た,銀葉病や腐らん病による障害

樹や紋羽病による欠木も多くなり,園地充実度が低下し生

産力低下の一要因となっている。したかって,こ のような

園地では改植,補植する必要がある。

しかし,占い樹の跡地に苗木を植えると苗木の生育が悪

くなることは古くから経験上知られており,こ のような現象

は“忌地 "と 呼ばれてきた。この“忌地 ",すなわち,改

植障害の原因は不明で,ま た,そ の生育不良現象について

も不明な点が多い。本報では前作の違いがリンゴ苗木の生

育に及ぼす影響を検討するとともに,そ の原因についても

検討した。

2試 験 方 法

昭和60年 4月 ,場内 (火山性土壌 )の表 1に示す果樹 4

樹種,野菜 2作物の栽培ほ場の土壌を素焼尺鉢に詰め, 1

年生M26台つがるを植え付けた。同時に 1鉢当たリクロー

表 1 供試土壌の概要

1リ ンゴ宙 ほ)

2リ ンゴ(伐採跡り

3オ ウ トウ

4モ   モ

5ブ ド ウ

6ナ ガイモ

7ニ ンニク

リンゴ苗ほとして 5年間使用

11年生ふじ/MM 106の伐採跡地

11年生ナポレオン/アルツザクラ伐採跡地

11年生武井早生自鳳供 台)樹冠下土壌

11年生巨蜂/テ レキ 5BB伐採跡地

ナガイモ 5年間違作
ニンニク8年間連作

注 全区とも前歴は山林,一部野菜ほ場であった。

表 2 供試土壌の化学性

ルビクリン5"(05″ /土壌 1′ )を注入し,上壌消毒

した後,苗木を植え付けた消毒区も設けた。反復は各区 3

本とし,生育調査は幹断面積を毎月 1回測定するとともに ,

11月 13日 に解体調査した。

なお,供試土壌の化学性は表 2に示すとおりであった。

3試 験 結 果

(1)前作の違いとリンゴ苗木の生育

前作がリンゴの場合 ,すなわち,リ ンゴ苗は土壌及びリ

ンゴ樹伐採跡地十壌にリンゴ苗木を植え付けたところ,苗

木重量増加此,幹断面積増加比及び新梢の生長量が4ヽさく,

リンゴ苗木の生育は不良であった。これに対し,オ ウトウ

を除いて,前作がリンゴ以外のモモ,ブ ドウ,ナ ガイモ及

びニンニク栽培土壌に植え付けたリンゴ苗木の生育は良かっ

たく表3)。 また,生育の悪かったリンゴ苗は土壌区,リ

ンゴ樹伐採跡地土壌区及びオウトウ土壌区におけるリンゴ

苗木の幹断面積増加比は他の区に比べ,生育初期で差が認

められなかったものの,後期では差が認められ,その生育

差は後期になるはど大きくなった (図 1)。

(" クロールピクリンによる土壌消毒効果

いずれの土壌もクロールピクリンで土壌消毒すると無消

毒上壌に比べ,リ ンゴ苗木の生育が促進される傾向があっ

た。しかし,無消毒土壌で生育が悪かったリンゴ苗ほ土壌

区,リ ンゴ樹伐採跡地土壌区及びオウトウ土壌区は他の区

に比べ,上壌消毒による生育促進効果が大きく,消毒土壌

区で根の重量が増加し,T/R比 が小さくなる傾向が認め

られた (図 2,表 4)。

また,無消毒土壌区で生育の悪かったリンゴ苗ほ土壌区

表 3 前作と1年生M26台つがるの生育

考

前作作物  1全咬秦 全実累 ,H

リン,(11保 , 085 '31  `81

鵡 鵬 基伍で4∞釣
饉 容量 層和農 ,9爆
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図 1 時期別幹断面積増加比

注 幹断面積増加比は植付時に対する比

無消毒,消毒区における部位別重量

前 作 作 物

前  

“

   ヽ 物

図 2 クロールピクリン消毒,無消毒区における
1年生M26台つがるの苗木重量の増加

注 ( )内 数字は無消毒区苗木重量増加比
に対する無消毒区の指数。

新 稽 1年枝 台木部  根

表

区7肖

合 計 T//R

リンゴ (苗 ほ )

リンゴ (伐採 )

オ ウ ト ウ

モ     モ

158    32 0    64 0

11 7    35 5    74 4

15 3    30 2   62 0

24 5    38 6   68 6

31 5    45 9    76 4

13 5    26 9   46 9

20 8    38 6    60 5

133 4   5 24

146 5   5 69

128 7   549

1647   401
199 9   351

105 0   7 01

148 9   4 53

ブ ド   ウ

ガ イ モ

ン ニ  ク

216
24 9

212
33 1

46 1

176
28 9

及びリンゴ樹伐採跡地土壌区のリンゴ苗木の根色は他の区

に比べ,褐変していたが,土壌消毒したところ,根色が自

くなることが観察された。

4 考察及びまとめ

各種果樹及び野菜栽培土壌にリンゴ苗木を植えたが,ル

ンゴ跡地に植えたリンゴ苗木の生育は明らかに悪かった。

本試験で供試した11壌の化学性は表 2に示したとおり良好

であったことから,こ れらの生育不良現象はSavOry3)が

報告した改植障害に相当するものと考えられた。

改植障害の原因として,Bbrnerl)は根に含まれる配糖

体フロリジン及びその分解産物を報告したが,本試験では

クロールピクリンの上壌消毒によるリンゴ苗木の生育が促

進されたことから,リ ンゴ改植障害の原因はHoestra2)の

報告と同様に土壌微生物に由来するものと推定された。

また,改植障害の発生した生育不良苗木は健全苗木に比

べ,生育初期で生育に差がなかったが,後期ほど生育差が

大きくなった。これは根が何らかの原因により損傷を受け

たものの,生育初期で貯蔵養分に依存じ正常に生育したの

に対し,光合成産物に依存する後期では養水分の吸収が抑

制されて生育が低下 したものと考えられた。これらの生育

不良現象は通常の土壌悪化などによる生育不良と外観から

区分することは困難であったが ,ク ロールピクリンによる

上壌消毒が改植障害に効果があったことから,ク ロールピ

クリンの土壌消毒による生育促進効果の大小により改植障

害の発生の有無を判定できるものと考えられた。
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新 梢 1年枝 台木部  根  合 言十 T/R
3 8    23 9    47 0   12 3    86 9   6 02

5 8    26 6    60 9    11 3   104 7   989

5 5    23 9    65 4   12 4   107 2   7 48

16 3    30 8    57 3   23 8   128 1   439

20 1    34 4    63 0   23 8   141 4   505

3 3    26 6    50 2   15 9   101 0   6 19

14 7    31 5    61 3    20 0    127 5   5 60

注 T/′ R(新檎 +1年枝 +台木部/1R)。  1年生 M26台つがるを供試。
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